
(単位 ： 千円）

新型コロナ対策
事業パッケージ

施 策 名
( 事 務 事 業 名 )

施 策 の 実 績

施 策 の 成 果

現 況 と 課 題

Ａ：市が直接実施するよう法律等で義務づけられているもの。

Ｂ：市が実施するよう法律等で義務づけられているが、間接実施が可能なもの。

Ｃ：法律等の義務はないが、公共性が高く、民間ではサービス提供が困難なもの。

Ｄ：民間でもサービス提供は可能だが、公共性が高く、市が実施した方が良い事業。

Ｅ：目的が達成されたもの、又は市の関与の必要性が低く、今後は縮小・廃止すべき事業。

Ａ：妥当である。

Ｂ：ほぼ妥当である。

Ｃ：あまり妥当ではない。

Ｄ：妥当ではない。

評 価 Ａ：上がっている。

Ｂ：やや上がっている。

Ｃ：あまり上がっていない。

Ｄ：上がっていない。

Ａ：高い。

Ｂ：やや高い。

Ｃ：やや低い。

Ｄ：低い。

③成果
（意図した成果
が上がっている

か）

B

④効率性
（低い場合コス
ト改善の余地）

B

１．庁外用Web会議システム
(1) 整備目的

Web会議システム「Zoom」を利用して、庁外の事業者や他自治体等と会議や研修を
 行う環境を整備。
(2) 整備内容

①会議室等に会議用機器を9セット設置
（専用ノートパソコン、モニター、カメラ、マイク付スピーカー、Wi-fiルーター）

②Zoomの有料ライセンスを購入

２．庁内用Web会議システム
(1) 整備目的

庁内のネットワークを活用したWeb会議システム「FreshVoice」を利用して、各端末から
 庁舎間での会議等を行う環境を整備。
(2) 整備内容

①各施設に会議用機器を36セット設置
（カメラ、マイク付ヘッドフォン）

②FreshVoiceのライセンスを購入（30ライセンス）

成果
　庁内外のWeb会議等が実施できる環境を整備した。

　Web会議システムを利用した会議・研修・面談等が今後、より一層恒常的に実施されるにあ
たり、利用職員のシステム操作の習熟度やセキュリティの意識・知識の向上が求められる。

①行政関与
の妥当性 E

②手段の
妥当性 B

施 策 の 趣 旨
( 目 的 )

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、感染予防の観点からWebを通じて会議の実施や
研修会に参加できる環境を整備するもの。

市債 臨時交付金 その他 一般財源

17,780 12,772 12,772

予算額 決算額

新型コロナウイルス感染症対策事業

④ その他

項 7 目 部課名 市民総務部 財政課

Web会議環境整備事業

予 算
の

執 行 状 況

一般会計 2 款 1

決算額の
財源内訳

国庫支出金 県支出金

429


